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また，図 3 に提案システムにおける使用機器を示す．VR 映像を計算・出力する HMD
には Oculus Rift cv1（以下，HMD）を採用し，システム体験者の手の動きを再現する













図 2．Unity ロゴ 図 3．使用機器 































 本研究で VR を用い，屋内で広い空間を必要とせず，運動することが可能である，リハビリ
テーションとなるシステムを開発することができた．また，ストラックアウトはわかりやすいゲ
ーム性であるため，誰でも気軽にプレイすることが可能である．しかしながら，VR を用いた運
動による効果やシステムの改善点などの十分なデータを得られていないので，それらを今後の調
査・検討していきたい． 
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